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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．事務所での電気使用量及び重機車両の燃料使用量を削減し、二酸化炭素

の排出量を削減します。

３ ．廃棄物の発生抑制につとめ、建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．環境に配慮した施工を推進します。

６ ．化学物質使用の際は、適正管理と削減に努めます。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

８ ．この環境経営方針は全従業員に周知、徹底します。

環境経営方針

　当社は、伊吹山と琵琶湖の豊かな自然、美しい景観を守り人類共通の財産として次世代に引き
継ぐために事業活動において環境に配慮し、地域社会から信頼される企業を目指します。本業で
ある土木建設工事を通じて、環境への影響を理解し、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境
活動に自主的・積極的に取り組みます。
　環境経営を優先課題と位置づけて、従業員と協力し、EA21環境経営システムを構築運用し、継
続的改善と汚染の予防に努め、以下の事項について自主的、積極的に取り組みます。

代表取締役社長 福永和成

制定日： 2016年11月1日

改定日： 2019年9月1日
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社塚本組
代表取締役社長　福永　和成

（２） 所在地
本　　　社 〒521-0314　滋賀県米原市春照７００－２

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者　 代表取締役社長　 福永　和成 TEL：０７４９－５８－１２０８

連絡担当者 総務部 福永　靖子 TEL：０７４９－５８－１２０８

（４） 事業内容
土木工事業、上下水道工事業

（５） 事業の規模
売上高 百万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 9 月 1 日 ～ 8 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社塚本組
対象事業所： 本　　　社

対象外： なし サイト

活動： 土木工事業、上下水道工事業 （建設業許可：　特-29　第60805号　）

□土木工事の施工例

6
1070

182
本　　　社 倉庫 駐車場 資機材置場

6
300 500

（事務所、駐車場）

合計

150 120
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

①環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

②環境経営システムの構築・運用・管理に必要な資源を用意する。

(資源には、人材、設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む。)

③環境管理責任者を任命する。

④ 経営における課題とチャンスの明確化

⑤環境経営方針の策定・見直し及び従業員への周知を行なう。

⑥代表者による全体の評価と見直し・指示を実施する。
①環境経営システムを構築し、実施し、管理する。

②作成された環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し承認する。

③法規制等の遵守状況をチェックする。

⑤環境活動の取組状況を確認し、環境目標の達成状況を評価する。

⑥問題点の是正、予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行なう。

⑦環境活動の取組結果を代表者へ報告する。

⑧ＥＡ２１に関する運用管理の体制を構築し、各責任者を任命する。

②責任範囲の問題点の発見、是正、予防処置。

①環境経営システム運営のすべての事務を行なう。

②環境への負荷及び取組の自己チェックを作成し、環境管理責任者へ報告する。

⑤文書及び記録の管理保管。

⑥外部コミュニケーションの窓口。

⑦内部コミュニケーションの運営管理。

⑧従業員に対する教育訓練の実施。

⑨特定された緊急事態に対する項目の手順書作成、テスト・訓練・記録。

③「環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況チェックリスト」を作成し、環境管
　理責任者へ報告する。

④環境活動計画並びに運用手順書を作成し、実施達成状況を集計し、環境管理責任者
へ報告する。EA２１事務局

2020年9月1日

役割、責任及び権限一覧

代表取締役

環境管理責任者
④環境方針及び自己チェック等に基づき環境目標を設定し、作成された
　環境活動計画を確認し承認する。

①責任範囲の環境目標及び環境活動計画の実施とＥＡ２１事務局への達成状況
　の報告。各部門長及び

工事現場代理人

代表取締役社長

福永　和成

環境管理 責任者

福永　和成

EA21事務局

福永　靖子

全従業員
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

総務部 営業部 工事部 工事現場

全従業員
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

トン
トン

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 2018年度関西電力調整後の排出係数　

※二酸化炭素総排出量には、灯油、LPGによる排出分が含まれる

□環境経営目標及びその実績

〇

✕

〇

✕

✕

〇

〇

〇

□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2018年

2020年

原単位目標 ✕

原単位 kg-CO2/千円 0.008 0.007 0.010 0.007 0.007

310 585

48,731
0

8月7月6月3月

360
320 302

370 301 378303

0.98

水道水の削減 ㎥

98% 133% 97% 96%

99.1% 92.0%

t 85.5 83.8 27.67 82.1

基準年度比

33

5月4月

479

33 33 20

100% 61% 100%

達成状況

505

94%

92.0%

80.4

2022年

27.665

100%

建設副産物の再資源化率
の向上

評
価

2月1月12月11月10月9月

357
343 282

○

取り組み計画

環境に配慮した工事の推
進

350 246 297
302395465

425
404 569

280

・不要照明の消灯 ○

% 92.2% 92.0%

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況
数値目標 〇 照明については常に不要箇所の消灯に努め、冷暖房温度の管理も

できている。コロナによる室内換気で、厳しい状況ではあったが、昨年
より削減でき、目標を達成した。次年度は継続して更に徹底すること。・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

行動目標（次項による）

0.3 0.96

一般廃棄物の削減
t 0.0360 0.0346 0.0475 0

基準年度比 96% 132% 96%

41,304

5,978kg-CO2

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 50,843 49,826 62,587 49,239

自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 43,025 42,165 57,012 41,734
（ｶﾞｿﾘﾝ・軽油）

基準年度比

廃棄物排出量

2018年 2020年

33 25

　一般廃棄物排出量 0.036 0.055 0.0475

　産業廃棄物排出量 85.5

39,519 62,594

項　目 2018年 2019年

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

産業廃棄物の削減

灯油による二酸化炭素削
減

（基準値)

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 1,590

基準年度比

（目標）

2021年

98% 67% 96% 95%

6,103 4,191

1,558 1,527 1,511

98% 87%

20

5,916

基準年度比

33

取組結果とその評価

基準年度比

1,385

0.94

0.334

96% 95%

6,227

（目標） （実績） （目標）

2020年

二酸化炭素総排出量 50,856

431.0

総排水量

0
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電力（ｋWh） 2018年 2020年
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灯油による二酸化炭素削減

2018
2020

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2018年

2020年

取組紹介欄

2018年

2020年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

8月
601

6月
357957

3,031 904 742 2,312 1,090 643
1,924 324 214

647

216

661
2月 3月 4月 5月 7月

0 0

必要最小限の使用量とした。温度管理ができている。次年度も継続
すること。

632 426 216

302 148
227 301

取組結果とその評価、次年度の取組内容

工事内容、量で軽油の使用量の増減があるものの、アイドリングス
トップ他、省エネ行動はよく出来ている。次年度も継続して行うこと。

141
425 367

0
0 0 0 0 0

3月 4月 5月

388 333 418 254
261 185 177 178 265

取組結果とその評価、次年度の取組内容

6月 7月 8月2月

○

達成状況

○

4月 5月 6月 7月 8月

・最短経路での走行徹底

・温度管理ができている。

○

〇

○・アイドリングストップ

135

取組結果とその評価、次年度の取組内容

分別が細かくされている分可燃ごみが増加した。次年度は今年度よ
り低減できるよう努めること。

805 2,593 1,753 2,395
12月 1月

412 1,459 2,356 2,439 3,562
504

11月 12月 1月 2月 3月
442 283 320 345
358 311 210 249

・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○
・ペーパーレスによる印刷物の削減 ○

達成状況
数値目標 ✕

9月 10月 11月

465

0 153

・乗り合い乗車の強化 ○

9月 10月

数値目標

・発火物から2.5m以上離れていること。 ○

数値目標

・必要最小限の使用量 ○

・風通しのよい所に保管する。(40℃を超え
ないこと。)

✕

78 369 486
2930

達成状況

257 341

9月 10月 11月 12月 1月
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2018年

2020年

0.006
0.0080.005 0.004 0.002 0.006

4月 5月

0.0010.004

6月 7月 8月
0.002 0.004 0.004 0.006 0.002 0.005

0.003 0.004 0.004

12月 1月

0.002

2月 3月
0.002 0.002 0.002 0.005 0.002

11月

0.004

9月 10月

0.000

0.005

0.010
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一般廃棄物（ｔ） 2018年 2020年
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産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2018年

2020年

建設副産物の再資源化率の向上

水道水の削減

取組紹介欄

2018年

2020年 1 1 2 1 1 1

節水活動が出来ている。昨年度より削減となり、目標を達成した。次
年度も引き続き意識して活動すること。

2月 3月 4月 5月 8月
2 2

6月

1
222 2 2

11月 12月 7月
8 7 2

コンクリート殻、As・Co殻、木材はリサイクルできる排出事業者に出せ
ている。結果再資源化率は９９．１％となった。今後もリサイクル出来
る事業者を選定し次年度もリサイクルに努めること。

4.4

1

15.0
2.0 2.0

15.0
1.7

3月 5月
36.8 6.0

0.010.0

昨年度と比較して、産廃発生処理量は大幅に減少した。分別はリサ
イクルできるよう、徹底して行えている。次年度も継続すること。

0.0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

6月
0.0 1.2

7月 8月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組結果とその評価、次年度の取組内容

4月2月

0.0

10月 11月

数値目標

9月

〇
・作業ミスによる廃棄量の削減 ○
・リサイクル業者の選定 ○
・第三者災害の防止（法定速度厳守） ○

達成状況

8.7 0.0 0.0

達成状況

○

0

数値目標 〇

数値目標 〇
・分別の徹底

達成状況

6.3 5.0 0.0 0.7 0.0

0

3 3 2 2

9.5 3.0

0

2

9月 10月
1

1月

0 0

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

0

○

12月 1月
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環境に配慮した工事の推進

課題を解決しチャンスを活かす取組

＊化学物質の使用はありませんでした。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・工事評点のアップ ○ ・環境に配慮した工事を心がけたり、提案することで工事評点アップ

に繋がったと考える。次年度は更に評点アップに心がけること。

工事用重機については低騒音型・環境対策型機械を使用するととも
に、汚濁水を排出することは年間を通じてなかった。次年度も環境配
慮に努める。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
・低騒音型・環境対策型機械の使用 ○
・汚濁防止フェンスの設置 ○
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 大規模地震発生時の初動活動及び被災状況調査訓練
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容： リモートによる情報伝達訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

福永和成、小澤亮一

2021年7月27日 滋賀県建設業協会～各事業所

コロナ禍でもできる重要な訓練として位置づけ

（一社）滋賀県建設業協会が主体となり、滋賀県、長浜市、米原市と災害応援協定を締結している
各社が防災訓練を実施。各社２名づつ参加、地震時の初期初動に欠かすことのできない、道路状況の
掌握並びに通行止め・片側通行等の交通規制に迅速・的確な出動体制作りを行うため、支部からの
連絡事項を受電、道路・現場状況等の発信（報告）をする訓練をリモートで実施した。
当社からは、事業所前の様子や工事現場の状況の発信を行った。
例年の一同に会しての防災訓練ではなく、リモートの活用で、緊張感もともなった良い訓練・経験となった。
今後も継続して実施される予定。

フロン排出抑制法

廃棄物処理法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

地域ごみ出しルール 一般廃棄物の分別、収集、排出
業務用空調機・・・対象品なし

対象特定建設作業の届出、規制値の遵守

騒音規制法

振動規制法

建設リサイクル法 建設副産物の管理、排出
対象特定施設の届出、規制値の遵守

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出

消防法（危険物） 危険物の保管、対象危険物保管の届出

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□環境活動の紹介

重機や車両の買い替えを順次実施してきた、
また、事務所では以前にエアコンの更新も行ったので節電や燃費は良くなっていると思われる。　節電や省エネ活動は年々着実に身
についている。その身につけたことを次年度も継続して実施してください。

2021年9月30日

「環境美化の日」びわこ清掃活動参加（滋賀県湖北環境事務所主催）
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トップへ

エコフォスター地域清掃活動

地域一斉清掃：ダンプトラックによる雑草の運搬
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